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受
診
者
費
用 

六
・
八
二
〇
円 

 

対
象
者 

被
保
険
者 

 
 

 
 

 
 

 

・
当
該
年
度
に
三
五
歳
以
上
四
〇
歳
未
満
で 

生
活
習
慣
改
善
指
導
を
希
望
す
る
か
た 

・
四
〇
歳
以
上 

被
扶
養
者
（
配
偶
者
） 

・
四
〇
歳
以
上 

 

 

検
査
項
目 

診
察
等 

 
 

 
 

 

問
診
、
身
長
・
体
重
（
標
準
体
重
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ) 

視
力
検
査
（
左
右
）
（
遠
見
視
力
検
査
） 

聴
力
検
査
（
一
〇
〇
〇
Ｈ
ｚ
、
四
〇
〇
〇
Ｈ
ｚ
） 

胸
・
腹
部
診
察
、
直
腸
指
診
、
血
圧
測
定 

尿
検
査 

 
 

 
 

 

糖
半
定
量
、
蛋
白
半
定
量
、
潜
血 

糞
便
検
査 

 
 

 
 

免
疫
便
潜
血
反
応
（
二
日
法
） 

血
液
学
的
検
査 

末
血
（
ヘ
マ
ト
ク
リ
ッ
ト
、
血
色
素
、
赤
血
球
数
、 

白
血
球
数
） 

生
化
学
的
検
査 

空
腹
時
血
糖
、
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
Ｇ
Ｏ
Ｔ
、
Ｇ
Ｐ
Ｔ
、 

ア
ル
カ
リ
フ
ォ
ス
タ
フ
ァ
ー
ゼ
、γ

-

Ｇ
Ｔ
Ｐ
、 

中
性
脂
肪
、
尿
酸
、
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
、 

Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル 

心
電
図 

 
 

 
 

 
 

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査 

 

胃
透
視
検
査 

 
 

※ 

胃
内
視
鏡
検
査
に
変
更
可
能 

 

                          

                          

                          

                          

                          

政府管掌健康保険の 

受
診
者
費
用 

四
・
七
〇
〇
円 

対
象
者 

 

一
般
健
診
を
受
診
す
る
か
た
で
四
〇
歳
ま
た
は
五
〇
歳
の
み 

検
査
項
目 

尿
検
査 

 
 

 
 

 

尿
沈
査 

血
液
学
的
検
査 

血
小
板
数
、
末
梢
血
液
像 

生
化
学
的
検
査 

総
蛋
白
、
ア
ル
ブ
ミ
ン
、
総
ビ
リ
ル
ビ
ン
、 

ア
ミ
ラ
ー
ゼ
、
Ｌ
Ｄ
Ｈ 

眼
底
検
査 

 
 

 

眼
底
カ
メ
ラ
（
フ
ィ
ル
ム
二
枚
） 

肺
機
能
検
査 

 

フ
ロ
ー
ボ
リ
ュ
ー
ム
カ
ー
ブ 

（
努
力
肺
活
量
、
一
秒
量
、
一
秒
率
） 

腹
部
超
音
波
検
査 

（
断
層
撮
影
法
、
Ｂ
ス
コ
ー
プ
）
（
肝
、
胆
、
膵
、
腎
） 

   

 

受
診
者
費
用 

①
一
・
六
五
〇
円 

②
一
・
〇
六
〇
円 

対
象
者 

一
般
健
診
を
受
診
す
る
か
た
で
、
四
〇
歳
以
上
の
偶
数
年
齢
の 

女
子
被
保
険
者
又
は
被
扶
養
者 

乳
が
ん
検
診 

問
診
、
視
診
、
触
診 

①
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
（
四
〇
歳
～
五
〇
歳
未
満 

内
外
斜
位+

頭
尾
） 

②
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
（
五
〇
歳
以
上 

内
外
斜
位
） 

子
宮
が
ん
検
診 

問
診
、
膣
脂
膏
顕
微
鏡
検
査
（
ス
メ
ア
方
式
） 

 

受
診
者
費
用 

 

六
三
〇
円 

対
象
者 

二
〇
歳
以
上
の
偶
数
年
齢
の
女
子
被
保
険
者 

検
査
項
目 

 
 

問
診
、
膣
脂
膏
顕
微
鏡
検
査
（
ス
メ
ア
方
式
） 

付
加
健
診 

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診 

子
宮
が
ん
検
診 

四
月
よ
り
当
院
に
て
政
府
管
掌
健
康
保
険
加
入

者
の
健
診
が
実
施
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

コ
ー
ス
に
は
、
一
般
健
診
、
付
加
健
診
、
乳
が

ん
・
子
宮
が
ん
検
診
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
、
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
健
診
が
あ
り
ま
す
。 

 
詳
し
く
は
、
受
付
窓
口
に
て
お
尋
ね
下
さ
い
。 

健康の維持・増進のためにご利用下さい  

一
般
健
診 

 

2 



                          

          
 

今
回
の
医
療
法
一
部
改
正

案
に
よ
れ
ば
、
「
高
年
齢
化
の

進
展
に
伴
う
疾
病
構
造
の
変

化
な
ど
を
踏
ま
え
、
良
質
な
医

療
を
効
率
的
に
提
供
す
る
体

制
を
確
立
す
る
た
め
に
、
入
院

医
療
を
提
供
す
る
体
制
の
設

備
、
医
療
に
お
け
る
情
報
提
供

の
推
進
及
び
医
療
従
事
者
の

資
質
の
向
上
を
図
る
。
」
と
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
当
院
で
は
、

地
域
に
根
ざ
し
た
拠
点
医
療

施
設
と
し
て
次
の
時
代
を
見

据
え
て
昨
年
八
月
よ
り
改
修

工
事
を
計
画
、
施
行
致
し
ま
し

た
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
き
な
改
善
点
の
一
つ
は
、

病
室
の
一
人
当
た
り
面
積
が

広
く
な
っ
た
こ
と
で
す
。
四
人

部
屋
は
拡
張
工
事
を
行
い
三

人
部
屋
に
、
ま
た
二
人
部
屋
は

個
室
と
す
る
こ
と
に
よ
り
病

床
面
積
を
広
く
し
、
個
室
を
十

四
床
増
や
し
ま
し
た
。 

 

             

  

 

 

そ
し
て
各
病
室
に
は
洗
面

台
と
個
別
の
ロ
ッ
カ
ー
・
冷
蔵

庫
を
設
置
し
ま
し
た
。 

 

も
う
一
点
は
ナ
ー
ス
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
を
二
階
と
三
階
の

各
フ
ロ
ア
ー
中
央
に
ま
と
め

た
こ
と
で
す
。
二
階
は
主
に
外

科
系
病
棟
、
三
階
は
内
科
系
病

棟
に
な
り
、
個
々
の
患
者
様
に

対
応
し
た
看
護
体
制
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
ナ
ー
ス
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
移
転
す
る
こ
と
に

よ
り
Ｉ
Ｃ
Ｕ(

集
中
治
療
室)

を
増
や
す
こ
と
が
で
き
、
病
状

に
応
じ
た
適
切
な
チ
ー
ム
医

療
を
提
供
で
き
る
環
境
を
整

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

長
き
に
わ
た
る
改
修
工
事

に
お
い
て
、
外
来
患
者
様
は
じ

め
、
特
に
入
院
患
者
様
に
は 

ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま

し
た
こ
と
を
こ
の
紙
面
を
か

り
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

                          

春江病院  事務長  

嶋田
し ま だ

 勝
まさる

 

・病室の１人あたり面積を 5.0 ㎡から 7.0 ㎡以上

に拡張し、ロッカーと洗面台を設けました。  

・ナースステーションを各フロアー中央にまとめ  

連携を取りやすくしました。  

・中央材料室の作業導線をスムーズにしました。  

・ナースコールの設備を向上させました。  

・非常時に備え自家発電設備を増強しました。  

・廊下及び病室の照明照度を UP しました。  

・院内全てスライドドア化し、スペースを確保  

しました。  

患者様から選ばれる病院をめざし 

病
院
改
修
を
終
え
て 

◆今回の改修工事の主な概要  

三人部屋の洗面台と  
個別のロッカーと冷蔵庫  

各階の中央に移築した  
新ナースステーション  

ナースステーションに  
隣接する集中治療室  
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最近よく聞く メタボリック症候群 ご存知ですか？  

ちょっと太めが危険の始まり、リスクも積もれば病  

                          

       

近
年
、
わ
が
国
に
お
い
て
も

狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
と
い
っ

た
心
血
管
の
動
脈
硬
化
に
よ

る
病
気
が
増
加
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

動
脈
硬
化
に
よ
る
心
臓
病

の
死
亡
率
は
、
昭
和
二
十
五
年

と
比
べ
て
最
近
で
は
約
六
倍

に
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
背

景
に
は
栄
養
過
多
と
運
動
不

足
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
厚
生
労
働
省
が
お
こ
な

っ
た
勤
労
者
十
二
万
人
を
対

象
に
し
た
研
究
お
い
て
、
高
脂

血
症
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
、
肥

満
な
ど
の
危
険
因
子
は
そ
の

程
度
が
軽
い
場
合
で
も
重
複

し
た
場
合
に
は
狭
心
症
や
心

筋
梗
塞
の
リ
ス
ク
が
飛
躍
的 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

（
約
三
十
倍
）
に
増
大
す
る
と

い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
心
血
管
病

を
容
易
に
発
症
し
や
す
い
状

態
を
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候

群
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
そ
の

病
気
の
原
因
と
し
て
、
特
に
内

臓
の
ま
わ
り
に
脂
肪
が
蓄
積

す
る
い
わ
ゆ
る
内
臓
脂
肪
が

重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
ま

す
。 

 
昨
年
の
春
に
決
め
ら
れ
た

診
断
の
基
準
を
下
の
表
に
示

し
ま
す
。
そ
の
う
ち
二
項
目
以

上
を
満
た
す
も
の
を
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
症
候
群
と
診
断
す
る

と
さ
れ
ま
し
た
。
た
と
え
、
ほ

か
に
糖
尿
病
や
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
が
高
く
て
も
基
準
を
満

た
せ
ば
、
そ
れ
と
は
別
に
こ
の

病
気
と
診
断
さ
れ
ま
す
。 

 

日
本
で
は
四
十
歳
以
上
の

男
性
で
約
二
一
％
が
こ
の
病 

 

 

気
に
相
当
す
る
と
い
う
統
計 

が
あ
り
ま
す
。 

 

そ
の
治
療
法
と
し
て
は
、
食

事
摂
取
量
の
制
限
や
運
動
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
二
つ
に

よ
っ
て
内
臓
の
脂
肪
を
減
少

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。 

    

    

     

     

  

体
の
ど
の
部
分
に
脂
肪
が

つ
く
か
に
よ
っ
て
、
肥
満
は
二

つ
の
タ
イ
プ
に
分
か
れ
ま
す
。

下
腹
部
、
腰
の
ま
わ
り
、
太
も

も
、
お
し
り
の
ま
わ
り
の
皮
下

に
脂
肪
が
蓄
積
す
る
タ
イ
プ

を
『
皮
下
脂
肪
型
肥
満
』
、
内

臓
の
ま
わ
り
に
脂
肪
が
蓄
積

す
る
タ
イ
プ
を
『
内
臓
脂
肪
型

肥
満
』
と
よ
び
ま
す
。
体
形
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
『
洋
ナ
シ
型
肥

満
』
『
リ
ン
ゴ
型
肥
満
』
と
も

よ
ば
れ
て
い
ま
す
。 

    

  

 

 
 

 
 

 

ウ
エ
ス
ト
径
が
上
の
項
目
の

数
値
以
上
で
あ
れ
ば
、
内
臓
脂

肪
型
肥
満
が
疑
わ
れ
ま
す
。 

内科医師  

前田
ま え だ

 肇
はじめ

 

  

ああ
なな
たた
はは
『『
洋洋
ナナ
シシ
』』
？？  

そそ
れれ
とと
もも
『『
リリ
ンン
ゴゴ
』』
？？ 

高血糖   空腹時血糖値        110mg/dl 以上  

内蔵脂肪蓄積  ウエスト周囲径  男性 85cm 以上  

              女性 90cm 以上  

血清脂質異常  中性脂肪        150mg/dl 以上  

     HDL コレステロール値 40mg/dl 未満  

のいずれか、又は両方  

必必須須項項目目   

選選択択項項目目   
+++   
 

血圧高値   最高（収縮期）血圧 130mmHg 以上  

      最低（拡張期）血圧  85mmHg 以上  

のいずれか、又は両方  

 

これらの  
項目のうち  
２項目以上  
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皮下脂肪型 

（洋ナシ型） 

内臓脂肪型 

（リンゴ型） 

〈メタボリック症候群の診断基準〉  



で
き
る
こ
と
か
ら 

始
め
ま
し
ょ
う 

      

 

 

                        

    

予
防
し
よ
う 

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群 

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
対

策
と
し
て
も
っ
と
も
重
要
な

の
は
、
生
活
習
慣
の
改
善
で
す
。  

 

現
代
は
過
食
や
運
動
不
足

を
起
こ
し
や
す
い
社
会
環
境

で
あ
り
、
そ
こ
で
基
本
と
な
っ

て
く
る
の
は
、
正
し
い
食
事
と

運
動
で
す
。 

内
臓
脂
肪
を 

貯
め
や
す
い
食
習
慣 

① 

満
足
す
る
ま
で 

食
べ
つ
づ
け
る 

②
甘
い
物
が
好
き 

③
野
菜
が
嫌
い 

④
間
食
を
頻
繁
に
す
る 

ま
た
、
内
臓
脂
肪
の
貯
ま
っ

た
人
に
喫
煙
習
慣
を
も
つ
人

が
多
い
の
も
特
徴
で
、
動
脈
硬

化
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
禁

煙
を
お
す
す
め
し
ま
す
。 

  

あ
な
た
の
食
事
は 

大
丈
夫
？ 

                     

 

     

 
 

運
動
は
長
時
間
た
ま
に
す

る
よ
り
短
時
間
で
も
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
や
自
転
車
、
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
ダ
ン
ス
と
い
っ
た
有
酸

素
運
動
を
継
続
す
る
ほ
う
が
、

Ｌ
Ｄ
Ｌ
（
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
）
が
減
少
し
Ｈ
Ｄ
Ｌ
（
善
玉

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）
が
増
加
し

て
体
重
が
減
少
し
ま
す
。
脂
肪

や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
取
り

す
ぎ
に
注
意
し
、
日
ご
ろ
か
ら

運
動
を
続
け
る
な
ど
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。
少
し
汗
ば
む
程

度
の
運
動
を
選
び
、
大
事
な
こ

と
は
長
続
き
さ
せ
る
こ
と
で

す
。 毎

日
、
一
回
に
二
十
～
三
十

分
程
度
、
早
足
で
歩
く
運
動
を

お
勧
め
し
ま
す
。 

 
 

                          

食 

事 

療 

法 

運 

動 

療 

法 

運 

動 

療 

法 

腕を大きく振りましょう 

（特に後ろへ） 

ヒジは軽く曲げる 

靴は、底が厚く、歩きやすいもの 

視線はやや遠くを見る 

あごを軽く引いて 

会話ができる程の強さ・速さで行います 

胸を張り、背筋を伸ばす 

歩幅は少し広めで 

手は軽く握る 

（手の中に卵を持っている感じ） 

ウォーキングの前後にはストレッチを忘れずに 

（特に終わった後のストレッチは大切です） 

ヒザはしっかりと伸ばして 

ヒザでクッション 

 

栄
養
科 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科 

①
一
日
三
食
、
規
則
正
し
く 

②
主
食(

ご
飯
・
麺
類
な
ど)

は 

適
量 

③
副
食(

主
菜
―
魚
・
肉
・
卵
・ 

豆
腐)

は
一
食
に
一
品 

④
副
食(

副
菜
―
野
菜
・
海
草
・ 

き
の
こ
な
ど)

は 

一
食
に
一
～
二
品 

⑤
油
を
使
っ
た
料
理
は 

 
 

 

一
～
二
品
ま
で
を
目
安
に 

⑥
汁
物
は
一
日
一
杯 

漬
物
は
一
日
一
回 

⑦
果
物
は
一
日
一
品 

牛
乳
コ
ッ
プ
一
杯 

      

〈基本的な食事の組合せ〉  
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手
術
の
適
応
と
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。 

毎
日
の
食
事
で
の
対
応
が
大
切

な
の
で
、
嚥
下
障
害
を
疑
っ
た
場

合
に
は
か
か
り
つ
け
医
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
当
院
で
は
多
職
種
か

ら
な
る
嚥
下
委
員
会
が
症
例
検
討

会
を
通
じ
て
、
患
者
様
の
診
察
・

検
査
、
食
事
方
法
な
ど
の
知
識
の

向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

        

「
食
事
中
や
食
後
に
咳
が
出
る
、

む
せ
る
」「
脳
卒
中
に
な
っ
て
か
ら

食
事
が
口
か
ら
こ
ぼ
れ
る
」「
去
年

か
ら
肺
炎
で
二
回
も
入
院
し
た
」

…
こ
の
よ
う
な
と
き
は
嚥
下
障
害

を
疑
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
口
か

ら
食
べ
も
の
が
ス
ム
ー
ズ
に
胃
に

入
ら
ず
に
ノ
ド
に
溜
ま
っ
た 

り
、
誤
っ
て
肺
に
入
っ
て
肺 

炎
の
原
因
に
な
る
こ
と
を
い 

い
ま
す
。 

近
年
、
嚥
下
障
害
は
高
齢 

者
の
寝
た
き
り
の
原
因
の
ひ 

と
つ
と
し
て
、
注
目
さ
れ
て 

い
ま
す
。
そ
の
原
因
や
症
状 

に
は
下
記
の
項
目
が
挙
げ
ら 

れ
ま
す
。 

治
療
法
と
し
て
は
ま
ず
食 

事
の
内
容
や
食
べ
方
を
見
直 

し
て
誤
嚥
（
食
べ
物
が
誤
っ 

て
肺
に
入
る
こ
と
）
を
防
ぐ 

こ
と
を
考
え
ま
す
。
重
症
の 

場
合
は
点
滴
、
経
管
栄
養
や 

整形外科医師  

髙
たか

澤
ざわ

 雅
まさ

至
し

 

 
 

他
に
、
起
床
時
（
朝
起
き
て
す
ぐ
）

や
、
指
示
さ
れ
た
時
間
に
服
用
す
る

薬
も
あ
り
ま
す
。
飲
み
忘
れ
た
時

は
、
二
回
分
を
一
度
に
服
用
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。 

「
薬
の
服
用
時
間
」
は
、 

守
ら
れ
て
い
ま
す
か
？ 

 

薬
を
効
果
的
に
服
用
す
る
た
め 

に
は
、
用
法
・
用
量
・
注
意
事
項
な 

ど
を
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
薬
を 

服
用
す
る
時
間
が
、
通
常
食
事
に
合 

わ
せ
て
決
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
薬 

の
効
果
や
副
作
用 

の
発
生
に
食
事
が 

影
響
す
る
た
め
で
、 

ま
た
飲
み
忘
れ
を 

防
ぐ
効
果
も
あ
り 

ま
す
。 

 

食
前 

・
・
食
事
前
三
十
分
以
内 

食
後 

・
・
食
事
後
三
十
分
以
内 

食
間 

・
・
食
事
後
二
時
間
半 

就
寝
前
・
・
眠
り
に
つ
く
前 

三
十
分
以
内 

頓
服 

・
・
指
示
の
あ
っ
た
症
状
の 

と
き
一
時
的
に
服
用 

  

  
嚥下障害の原因  
顔面・頸部の外傷や手術、脳卒中、脳・脊髄の病気 
パーキンソン症候群、神経疾患、筋炎・筋疾患 
食道の病気、呼吸器疾患、絶食、老化 

嚥下障害の症状 
・咳（食事中・食後、夜間） 
・痰（食物が混ざる場合もある） 
・喉の違和感（食物が詰まった感じ、引っかかった感じ） 
・飲んだり食べたりするとガラガラ声になる 
・胸焼け 
・食欲低下、好みの変化 

（固いものや飲み込みにくいものは食べない、など） 
・食事に時間がかかる、なかなか飲み込まない 
・うまく食べられない 

（一口ごとにお茶を飲む、食べこぼす、など） 
・口の中が汚い（乾燥している、食物が残っている、など） 
・体重減少、脱水、発熱、肺炎 

え
ん
げ 

 

6 

消化器科・外科医師 

千田
せ ん だ

 勝
かつ

紀
のり

 

整形外科医師  

橋本
はしもと

 典之
のりゆき

 

 

昨
年
十
月
よ
り
整
形
外
科
で
勤
務 

 
 

 
 

 

し
て
い
る
高
澤
雅
至
医
師
で
す
。 

食
後
や
夜
間
の
咳
に 

〝
ご
用
心
〟 

循環器内科医師  

熊本
くまもと

 輝彦
てるひこ

 

今
年
四
月
よ
り
新
し
く
三
名
の 

常
勤
医
が
着
任
し
ま
し
た
。 

（
薬
剤
科
） 

 



七
月
二
十
二
日(

土)

に
『
第
七
回

病
院
展
』
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

各
種
の
測
定
や
相
談
コ
ー
ナ
ー
等

楽
し
い
企
画
を
用
意
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
お

気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。 

                       

                

                        

                       
 

 
 

   

                          

 

今
回
、
栄
養
科
に
寄
せ
ら
れ
た
浅
野
ふ
み
子
様
の 

短
歌
を
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

歳
時
記
の
め
ぐ
る
が
ご
と
く
馳
走
出
て 

 
 

 
 

そ
え
た
カ
ー
ド
に
心
も
ふ
く
ら
む 

 

元
日
の
三
度
の
膳
は
病
室
に 

 
 

 
 

次
々
色
ど
り
祝
い
を
見
せ
る 

 

夜
の
膳
色
を
め
で
る
ゃ
プ
チ
ト
マ
ト 

 
 

 
 

う
ぐ
い
す
豆
と
卵
ゃ
鶏
と 

 

新
し
き
呼
吸
器
背
に
し
て
小
豆
餅 

 
 

 
 

大
口
あ
け
て
食
す
る
吾
撮
る 

 

イラスト  

栄養科  宮崎由紀  

七
月
に
病
院
展
を
開
催 
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前回病院展での  

革細工のコーナー  

 

嚥下（えんげ）体操の様子  

食事の前の嚥下訓練  

自宅でのリハビリテーション  

起立と歩行訓練の様子  

 

住
み
慣
れ
た
ご
自
宅
で
、
ご
家
族
と

い
っ
し
ょ
に
安
心
し
て
療
養
生
活
が

出
来
る
よ
う
お
手
伝
い
致
し
ま
す
。 

訪
問
看
護
で
は 

・
病
状
の
観
察 

・
清
潔
面
の
援
助 

・
食
事
、
排
泄
の
介
助 

・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン 

・
床
ず
れ
処
置
、
及
び
予
防 

・ 

家
族
へ
の
介
護
指
導
な
ど
の 

看
護
や
相
談
を
行
い
ま
す
。 

  

〝
元
気
に
家
で
過
ご
し
た
い
〟 

〝
元
気
に
歩
き
た
い
〟 

自
宅
で
の
療
養
を 

私
達
が
お
手
伝
い
し
ま
す 

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は 

・
関
節
拘
縮
予
防
の
運
動 

・
筋
力
維
持
、
強
化
の
運
動 

・
基
本
動
作
練
習 

 
(

起
き
る
、
座
る
、
立
つ
等) 

・
日
常
生
活
動
作
の
練
習 

 
(

更
衣
、
排
泄) 

・
歩
行
練
習
な
ど
の 

身
体
機
能
の
維
持
、
回
復
の
運
動
や 

自
立
訓
練
を
行
い
ま
す
。 

詳
細
は
主
治
医
、
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に 

ご
相
談
く
だ
さ
い
。 



市販品を上手に利用し簡単にできるおすしをご紹介します。 

ぜひ一度お試しください。 
 

                          

                 

         

                          

                          

                      

精白米８０ｇ 

すし酢（市販）（大さじ１） 

焼きさば（市販）半切れ 

干し椎茸１ｇ 

かんぴょう１ｇ 

人参１０ｇ 

みりん（小さじ１／２） 

しょうゆ（小さじ１／２） 

絹さや１０ｇ 

卵１５ｇ 

飾り（刻みのり・紅しょうが） 

【基本理念】 地域医療の担い手として  

住民に信頼される病院  

【院     是】 一  医療レベルの向上  

一  和を以て尊しと為す  

一  患者様への適切な対応  

一  地域医療への参画  

 

春 江 病 院 の概 要  
一般病床：１１６床          電話番号：０７７６－５１－００２９  

                  療養病床：１１床  

介護病床：１０床（※  介護療養型医療施設）  

診療科目：外科、内科、呼吸器科、胃腸科、循環器科、アレルギー科、  

リウマチ科、整形外科、形成外科、脳神経外科、肛門科、眼科、  

リハビリテーション科、放射線科  

救急・労災指定病院：救急に必要な診療科を設置し、２４時間態勢で患者様を  

受け入れております。  

その他人間ドックや企業健診なども行っております。  

 

 

 

 

 

 

 

ほｈほ  

 

養病床：２１床  

編集後記  今回、患者様の短歌を掲載

させていただきました。当院広報誌「和

みの輪」が患者様により身近になり、

患者様との交流のあるものになればと

思っています。患者様の作品と「和み

の輪」に対する御意見等をお待ちして

います。          （Ｔ .Ｍ） 
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療養病棟：２１床  

サンマやイワシ、ブリ、サバなど青みの魚にはＥＰＡ（エイコサペンタエン酸）や 

タウリンが多く含まれています。それらには血液をサラサラにし、血圧を下げる作用

があります。ぜひ青魚を献立に取り入れましょう（栄養科）  

ぜひ青魚を献立にとり入れましょう  

焼き鯖ちらし 

 
（ １ 人 分 ）  

①炊き上がったごはんにすし酢をかけ、す
ししめしを作る。 
②干し椎茸、かんぴょうは水でもどし細切り
○にし、人参は短冊に切る。 
これをみりんとしょうゆで煮て、下味をつ

○ける。 
焼きさばは身をほぐす。 

③すしめしと②の具をまぜる。 
④うす焼き卵を作り、細切りにする。（金糸
○卵） 
絹さやは茹でて細切りにする。 

⑤皿に③を盛り付け、金糸卵、絹さや、紅し
○ょうが、刻みのりを色よく盛りつける。 
一人分 ｴﾈﾙｷﾞｰ４６７kｃａｌ  塩分１．６ｇ 


